
法

律

令和年月日 月曜日 (号外特第号)官 報




４

年
金
特
別
会
計
に
関
す
る
規
定
の
整
備

年
金
特
別
会
計
が
厚
生
労
働
省
の
単
管
に
な
る
こ

と
に
伴
い
、
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
こ
と
と
し

た
。（
第
五
六
条
の
二
関
係
）

５

労
働
保
険
特
別
会
計
の
雇
用
勘
定
に
お
け
る
積
立

金
等
か
ら
の
補
足
の
特
例
に
関
す
る
規
定
に
つ
い

て
、
必
要
な
整
備
を
行
う
こ
と
と
し
た
。（
附
則
第
七

条
の
三
関
係
）

一
二

地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
に
関
す

る
法
律
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
標
準
化
対
象
事
務

を
定
め
る
政
令
の
一
部
改
正
関
係

地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
処
理
の
対
象

事
務
と
し
て
、
妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付
の
支
給
に
関

す
る
事
務
及
び
妊
婦
等
包
括
相
談
支
援
事
業
の
実
施
に

関
す
る
事
務
を
追
加
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
〇
号
関

係
）

一
三

厚
生
労
働
省
組
織
令
の
一
部
改
正
関
係

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
勘
定
及
び
育
児
休
業
等
給
付

勘
定
が
、
改
正
法
に
よ
り
新
設
さ
れ
る
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
特
別
会
計
に
お
い
て
経
理
さ
れ
る
こ
と
に
伴

い
、
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
こ
と
と
し
た
。（
第
八

条
、
第
一
四
条
、
第
七
七
条
、
第
一
三
〇
条
、
第
一
三

〇
条
の
二
及
び
附
則
第
六
条
関
係
）

一
四

こ
ど
も
家
庭
庁
組
織
令
の
一
部
改
正
関
係

１

妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付
に
関
す
る
規
定
の
整
備

改
正
法
に
よ
り
新
設
さ
れ
た
妊
婦
の
た
め
の
支
援

給
付
に
つ
い
て
、
成
育
局
の
所
掌
に
追
加
す
る
こ
と

と
し
た
。（
第
一
五
条
関
係
）

２

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計
に
関
す
る
規
定

の
整
備

改
正
法
に
よ
り
新
設
さ
れ
た
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
特
別
会
計
に
つ
い
て
、
拠
出
金
の
徴
収
に
関
す
る

事
務
、
経
理
及
び
国
有
財
産
の
管
理
等
に
関
す
る
事

務
を
、
成
育
局
及
び
成
育
局
参
事
官
の
事
務
に
追
加

す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
三
条
、
第
一
三
条
、
第
一
八

条
及
び
附
則
第
四
条
関
係
）

一
五

法
科
大
学
院
へ
の
裁
判
官
及
び
検
察
官
そ
の
他
の

一
般
職
の
国
家
公
務
員
の
派
遣
に
関
す
る
法
律
施
行
令

等
の
一
部
改
正
関
係

法
科
大
学
院
へ
の
裁
判
官
及
び
検
察
官
そ
の
他
の
一

般
職
の
国
家
公
務
員
の
派
遣
に
関
す
る
法
律
施
行
令
等

に
つ
い
て
、
所
要
の
規
定
の
整
理
等
を
行
う
こ
と
と
し

た
。（
第
一
一
条
及
び
第
一
三
条
〜
第
一
六
条
関
係
）

一
六

施
行
期
日

こ
の
政
令
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る

こ
と
と
し
た
。

議
院
に
出
頭
す
る
証
人
等
の
旅
費
及
び
日
当
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
七
年
三
月
三
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

石
破

茂

法
律
第
六
号

議
院
に
出
頭
す
る
証
人
等
の
旅
費
及
び
日
当
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

議
院
に
出
頭
す
る
証
人
等
の
旅
費
及
び
日
当
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
八
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
、
又
は
」
を
「
又
は
」
に
改
め
、
同
条
た
だ
し
書
中
「
国
会
議
員
に
は
」
の
下
に
「
旅
費
の
う
ち
宿
泊

の
た
め
の
種
目
及
び
」
を
加
え
る
。

第
二
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
二
条

旅
費
の
種
目
及
び
内
容
は
、
両
議
院
の
議
長
が
協
議
し
て
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

第
四
条
第
一
項
中
「
日
当
は
、」の
下
に
「
証
人
と
し
て
出
頭
し
又
は
陳
述
し
た
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
を
削
る
。

第
五
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
五
条

証
人
が
こ
の
法
律
又
は
旅
費
及
び
日
当
の
支
給
に
関
し
両
議
院
の
議
長
が
協
議
し
て
定
め
る
規
程
に
違
反
し

て
旅
費
及
び
日
当
の
支
給
を
受
け
た
場
合
に
は
、
国
家
公
務
員
等
の
旅
費
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第

百
十
四
号
）
第
十
条
第
一
項
の
例
に
よ
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
法
律
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

改
正
後
の
議
院
に
出
頭
す
る
証
人
等
の
旅
費
及
び
日
当
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
新
法
」
と
い
う
。）の
規
定
は
、

こ
の
法
律
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」と
い
う
。）以
後
に
議
院
に
出
頭
を
し
又
は
陳
述（
証
人
の
補
佐
人
に
あ
っ

て
は
、
助
言
。
以
下
同
じ
。）を
し
た
証
人
、
公
述
人
、
参
考
人
及
び
証
人
の
補
佐
人
（
以
下
「
証
人
等
」
と
い
う
。）

の
当
該
出
頭
又
は
陳
述
に
係
る
旅
費
及
び
日
当
に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
前
に
議
院
に
出
頭
を
し
又
は
陳
述
を
し

た
証
人
等
の
当
該
出
頭
又
は
陳
述
に
係
る
旅
費
及
び
日
当
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
た
だ
し
、
施
行

日
前
に
議
院
に
出
頭
を
し
又
は
陳
述
を
し
た
証
人
等
の
当
該
出
頭
又
は
陳
述
に
係
る
旅
行
で
、
施
行
日
以
後
に
旅
行

内
容
に
変
更
が
生
じ
た
場
合
は
、
新
法
の
規
定
は
、
当
該
旅
行
の
う
ち
当
該
変
更
の
日
以
後
の
期
間
に
対
応
す
る
分

に
つ
い
て
適
用
し
、
当
該
旅
行
の
う
ち
当
該
変
更
の
日
前
の
期
間
に
対
応
す
る
分
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に

よ
る
。
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